
 

「本当に伝えたい！！いのちの授業～臓器移植～」 

こんにちは。東京学芸大学附属国際中等教育学校の佐藤 毅と申します。 

この「本当に伝えたい！！いのちの授業～臓器移植～」は 

事前学習(１時間)＋当日(２時間)＋事後学習(１時間) 

という構成になっています。 

＜事前学習＞ 

まず、このマンガをご覧ください。   https://www.youtube.com/watch?v=PPLC2iPuw0Y          

どんな印象を持ちましたか？ 

 

元々知っていたこと 

 

感じたこと 

 

 

何が何だかわからない人も多いかと思います。また、何となくわかった人もいるかと思います。 

当日の授業を受けると、今、感じた印象や考えが少し変わるような気がします。 

では、進めていきましょう。 

誰もがオギャーと生まれてから、残念な表現ですが死に向かって生きていきます。 

なかなか普段の生活でこんなことを考えて生きていませんが、自然の摂理で、誰でも 100％の確

率で死にます。 

当日は移植医療の話を通して、私と一緒に「いのちの尊さ」「いのちの重さ」「いのちの大切さ」

について考えていきましょう！！今回はそのウォーミングアップです。 

１：いきなりですが質問です！！ 「生きる」って？ 

自分の答え 

→                                      

私が一番伝えたい事は「生かされて
、  、  、  、  、

いる
、 、

」と
、

いう
、 、

こと
、 、

に
、

気付く
、 、 、

ことです。 

  それには、アンテナが重要！！当日はそのアンテナの立て方がわかるかも！？ 

２：当日までに・・・ 

①「道徳」・「いのちの授業」・「臓器移植」・「生」・「死」 

このキーワードからどんな言葉をイメージしますか？ 

「      」   「      」   「      」 「       」 

  このイメージから、思考回路が止まったりスローになる人もいるかもしれません。 

当日は「まじめは大前提で」リラックスして笑顔で考えていきましょう！！ 

何も「生きる」「死ぬ」とは特別なことではありません。 

  安心してください。この授業に答えはありません！！ 

 

 



②私は、臓器移植を勧めているわけではありません。歴史・法律・現状を伝えるだけです。 

⇒この日をきっかけに、自分の考えを持ってください。 

知らないで考えることは決していいことではありません。 

その事柄について、全体・あらゆる角度からの見方をしっかり知ったうえで、 

それを家族・友人と一緒に考え・話し、多くの人に伝えることが大切です。 

③当日は、「生」・「死」という言葉がたくさん出てきます。特に「死」・・・。 

⇒無理をしないでください。 

例えば、「最近かわいがっていた犬が死んだばかりだ」とか「半年前にお祖父さんが亡くなって、まだ気になってしま

う。」とか様々な感情があるでしょう。当日は授業を聴いていて、苦しくなったり、つらくて無理な時は保健室で休む

ことも可能です。 

④生活の中には、法律を通し、自分の年齢を振り返る機会があります。 

⇒2016 年 選挙権年齢が引下がりました。 18 歳から選挙に参加できることになりましたね。いのちにつ

いても考えるときに、様々な年齢から他者を感じることが色々とあります。（献血・骨髄移植・臓器移植

に行く前に新型出生前診断の話。） 

＊献血 

     200ｍｌ献血は  16 歳から 

400ｍｌ献血や成分献血は 18 歳から （基本的に 18でいいが、400ｍｌは  

男性・17歳から可と付け加えるといいと思います。） 

 私は今まで、５７回（2026 年４月現在）献血をしてきました。 

＊骨髄移植（下記の私が経験した話を読ませてもいいし、先生が読んでもいいと思います。） 

（以前、競泳の池江選手やシンガーソングライターの岡村孝子さんが公表しましたね） 

登録は  18 歳から 

         提供は  20 歳から 

私は、骨髄バンクに血液（ＨＬＡ）を登録しています。（ＨＬＡ・・・当日説明します。） 

2012 年 5 月、（公社）骨髄バンクから連絡がありました。「佐藤さん、ドナー（提供する人）としてご協力いただけますか？」もちろん「ハ

イ！！」と返事をしました。その際、学校には「骨髄移植のドナーになりそうです。仕事を３～４日休ませてください。」家族（妻・長男（当

時小６）・娘（当時小２））には「自分で血液を作れなくて困っている人がいて、その人に骨髄をあげるから、パパは３～４日入院するよ。」と

説明をしました。私の入院先も決まり、大体の日程も決まりました。しかし、その時困っている人（レシピエント）の体調の関係で手術に対

する体力があまりなく、この移植機会は延期になってしまいました。骨髄バンクの方は、「これから一年の間でまたチャンスがあったらまたご

連絡します。」と言いました。しかし、連絡がなかたので、恐らくこの方は亡くなっているでしょう。 

そして！！2017 年 9 月・・・。当日お話をします！！ 

＊移植医療 

再度、私が臓器移植を勧めているわけではなく、この日をきっかけに、自分の考えを持って欲しいとお伝えください。

そして、あらゆる角度からの見方を知ったうえで、家族と友人と話しあって欲しい・・・・と 、 

 この移植医療の話で、 15 歳という数字が登場します。 

先程の選挙・献血・骨髄移植の話より一番みなさんに近い！！のです。 

詳しくは、当日、お話しします。 

それでは、みなさん当日お会いしましょう。  

１年  組  番 氏名                    


